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東京大学大学院教育学研究科附属学校教育高度化・効果検証センター
mailto: c-kodoka@p.u-tokyo.ac.jp

お申し込み
・

お問い合わせ

第 II 部　効果検証への挑戦

第 I 部　主体的・探究的学びの体験

15:00 パネル調査の試み、
およびその結果から見えてくるもの
川本哲也（CASEER特任助教）

15:50 附属パネル調査の意義と可能性
宇佐美慧（東京大学高大接続研究開発センター准教授）

16:10 個人追跡型データの生成・分析の意味
市村英彦（東京大学大学院経済学研究科教授）

16:30 アクティブラーニング研究の発展
溝上慎一（京都大学高等教育研究開発推進センター
　　　　　教育アセスメント室長）   

閉会の挨拶
能智正博（CASEERセンター長・教育学研究科教授）

   挨拶五神　真（東京大学総長）
恒吉僚子
（教育学部附属中等教育学校校長・教育学研究科教授）
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2018年1月7日 （日）
13:30～17:00

東京大学医学部教育研究棟１４階　

鉄門記念講堂
司会 山本義春（CASEER教授・教育学研究科副研究科長）

日時

場所

医学部教育研究棟

高度化センター・ホームページ上の参加お申込みフォームに、必要事項（お名前、ご所属、ご連絡先）
を明記しご送信ください。定員に達ししだい締め切らせていただきます（定員200名）
http://www.schoolexcellence.p.u-tokyo.ac.jp/event/1344/

附属学校の卒業研究が目指してきたもの13:40
沖濱真治（教育学部附属中等教育学校副校長）

13:55 附属学校の卒業研究は東大での学びに
何をもたらしているか
―附属学校を卒業した生徒の立場から
田中茉由子・小長井優・富木菜穂
（東京大学教養学部生）
コーディネーター　小玉重夫
（教育学部・教育学研究科研究科長）


